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図:(左上)1600 Aで観測された活動領域NOAA10030o (左下)同領域の磁場の分布。白
がN極、黒がS極。(右)領域中央の口部の光度曲線。フレア発生時に向けての 20時間に
わたって徐々に増光している。
(斉藤祥行記)
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